


俺と習字

「俺も習字をするんだ」

　俺は習字神の前で叫んだ。

「ニャー」

　猫が来た。

　猫は習字紙の上に乗った。

　そして習字紙をバラバラにした。

　そして猫は猫の手で墨汁に触った。

　俺は新しい習字紙を敷いてやった。

　猫は新しい習字紙の上に乗った。

　猫の手形がついた。

　猫は喜んだ。

　そして猫は去って行った。

　俺はもう習字をする気はなかった。


